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論文の内容の要旨
(目的)
ローマ宗教において重要な儀礼である犠牲式を表わす図像は、前2世紀以降のローマ史研究のために不可
欠であるにもかかわらず、これまで不完全にしか研究されてこなかった。儀礼と宗教に関わる、犠牲式図像
の作例の基礎的な整理と考察は、歴史学と美討す史学の双方に対して大きな寄与をなしうると思われる。
1955年にI.S.Rybergが著した Rites0/ the State Religion in Roman Artは、ローマ時代の宗教図像を扱う初
めての研究書である。宗教図像を用いて、共和政後期から帝政後期までのローマ時代の宗教の発展を検証し
たものであるが、儀式図像の変遷と社会的背景との関わりについては充分な考察を欠いている。 1990年に R
Gordonが著した Thel令ilo/Powerは、ローマ時代の犠牲式図像において、プリンケプス(皇帝)がどのよ
うな役割を担っているのか検討を行い、二つの特徴に着目した。第一に、犠牲式図像においては、神への捧
げ物よりも執行者としての皇帝の役割の方が強調して表されているとする。第二に、生費を媒介とする犠牲
式の意義、つまり神と人との意思疎通が表現の上で重視されていないと見なす。これら二つの特徴から、犠
牲式図像は犠牲式の本来の意味ではなく、執行者の役割の表現に焦点をあてて制作されたと R.Gordonは考
えた。しかし、 R.Gordonの見解は、その後の資料公開や研究の展開に鑑みると、単純化されすぎていると
いえよう。
(対象と方法)
本研究では、犠牲式菌像における執行者としての皇帝の役割の変化を考察し、さらに犠牲式表現がどのよ
うに変遷したかを検討する。さらに、考察の基盤として、当該期間における作例を網羅するカタログを作成
し、犠牲式図像の展開を記述する。
上述のI.S.Rybergの著書では、ローマ持代の宗教に関わる図像(コインを除く)131作例を考察の対象と
している。 82点の犠牲式図像は、前3世紀から 4世紀までに制作され、属ナ1'を含めたローマ帝国内から見
つかったものを対象としている。本研究では、共和政期からトラヤヌス治世に制作され、イタリア半島から
発見された 60作例に関して考察を加える。
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(結果)
こうした問題提起の後、主たる考察として、第二章から第四章において皇帝を執行者とする犠牲式図像に
ついて検討を加えた。
第二章では、後 i世紀の犠牲式図像の展開を記述する。アウグストゥス治世以前は、執行者は犠牲式図像
において神々と共に表され、神々と儀式を結びつける役割を果たしていた。しかしアウグストゥス治世には、
犠牲獣の屠殺場面が前景に配置され、儀式を見守る神々と儀式そのものを象徴的に結び付ける神殿のファ
サードが背景に表されるようになる。アウグストゥス治世に創出されたこの図像表現は、公共物に表された
例において、少なくともドミティアヌス帝が新たな図像表現を取り入れるまで用いられ続ける。ドミティア
ヌス治世においては、執行者は神々と共に表されるようになり、さらに、 トラヤヌス治世には、図像表現が
さらに多様化する。第三章では、 113年奉献のトラヤヌスの円柱について、犠牲式図像に焦点を当てること
によって、先行研究には見られない新しいアプローチを行った。ここには、戦地における三つのタイプの犠
牲式表現が認められた。すなわち、戦地への皇帝の到着を祝う犠牲式、軍営地の周辺を清めるための
suovetaurilia (豚、牛、羊を生賛とする犠牲式)、そして戦地での建築の完成を祝う犠牲式である。第四章では、
ハドリアヌス治世(117-138年)に制作された円形浮き彫り群に表された犠牲式を扱った。それ以前の皇
帝を執行者とする犠牲式表現には見られない、神{象に対する犠牲式という特別な表現がなされていることを
明らかにした。
第五章では、皇帝以外による犠牲式の場面を検討し、皇帝を執行者とする犠牲式図像の影響について考察
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(考察)
犠牲式函像の展開をまとめると、アウグストゥス以前の犠牲式図像において、執行者は神々と並んで表さ
れる例がほとんどであるが、 ドミテイアヌス治世には、皇帝は神々と並び表現されるようになる。このよう
に皇帝の役割に焦点を当てた表現は、皇帝を神々に比肩するとしたドミティアヌス帝の思想に関係している
と思われるD トラヤヌス円柱においては、執行者としての皇帝は明自に強調されるようになる。犠牲式図像
が、 トラヤヌスの政治的、あるいは軍事的功績と関連して制作されたためと考えられるG 一方、ハドリアヌ
スの円形浮彫群に表された 4つの犠牲式場面は、神像に対する犠牲式という公的な犠牲式には見られない種
類の場面が表されるョ論文ではこの犠牲式が私的領域における犠牲式を表現していることを明らかにしえた。
審査の結果の要旨
総評として、研究に明らかな遅滞の見られたローマ犠牲式認像という主題に取組み、作例を整理し、その
基礎的展開を明らかにしえた点を高く評価したい。当該期間の作例の網羅的カタログを作成したことは、研
究分野への大きな貢献といいうる。ただし、論文中で、ローマ宗教における私的領域と公的領域についての
言及がなされているので、両者の相違が犠牲式図像の展開にどのような意味を有していたのか、より深い構
造的な考察がなされれば論文の意義を高めえたと思われる。しかしこうした点を除けば、 トラヤヌス円柱や
ハドリアヌス犠牲式浮彫等の、ローマ美術を代表する作例に関して、従来とは全く異なる視点を与えること
で研究分野を拡張しえた。その学術的な意味は大きいと判断される。
よって、著者は博士(芸術学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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